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SSH事業 平30.8.9

お茶の抗酸化力

静岡県立大学

茶学総合研究センター

お茶って、なに

チャ節（Section Thea）

チャ（C. sinensis (L.) O. kuntze）

中国種（ C. sinensis var. sinensis ）

アッサム種（ C. sinensis var. assamica）

ツバキ節（Section Camellia）

サザンカ節（Section Paracamellia）等 11節

ツバキ属
（genus
Camellia）

チャが他の植物と異なる点
☆カフェイン
☆ガレート型のカテキン
☆テアニン
☆その他(フッ素、アルミ等)

チャはツバキの仲間、でも飲用されるのは茶樹だけ

中国種

アッサム種
2
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ツバキ属中の葉中のカテキン類（％）
（－）－EC （＋）－C （－）－EGC （－）－ECG （－）－EGCG

チャ（中国種） 1.13 0.07 2.38 1.35 8.59
チャ(アッサム種） 1.44 0.02 0.35 3.35 12.10
ヤブツバキ 4.81 0.25 0.0 0.0 0.0
ユキツバキ 3.35 1.27～2.04 0 0 0
サザンカ 0.03 0.0 0.0 0.0 0.0

煎茶中の主要なカテキンの比率
主要なカテキン類 略号 比率(％)

(-)-Epicatecin (-)-EC 10.0
(-)-Epicatechin 3-O-gallate (-)-ECG 11.2
(-)-Epigallocatechin (-)-EGC 21.6
(-)-Epigallocatechin 3-O-gallate (-)-EGCG 53.2
(+)-Catechin (+)-C 0.7
(+)-Gallocatechin (+)-GC 1.5

ガレート型カテキンは茶に特有の成分

Camellia sinensis
から作られる多様な
お茶は、カフェイン、
カテキン、テアニン
などの特異成分を含
むが故に世界中の
人々を虜にした

茶経

茶の始まり

神 農

西暦500年前後に陶弘
景(452-536)がまとめた

『神農本草経』に「神農
嘗百草、日遇七十二
毒、得荼而解之

陸 羽
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発酵茶

緑茶

茶経 喫茶養生記 紅茶が世界
に広まる

茶には2000年の歴史。時代とともに多様に進化

食べる茶 味

香り
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世界のお茶

茶の分類
緑茶（不発酵茶）

蒸し製緑茶(日本式)
釜炒り製緑茶(中国式)

青茶「ウーロン茶」（半発酵茶）
紅茶（発酵茶）
※発酵：葉の酵素による酸化反応

黒茶「後発酵茶」（堆積茶）
※発酵：微生物発酵

白茶
黄茶
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茶種によって成分量が異なる 安徽農業大学
Xiaochun Wan

市販茶の抗酸化活性

(茶研 報90:9〜14,（2001)) 新芽 と荒茶の バ イオア ッセ イ法 による抗酸化活 性 の測 定；
佐賀大学、村 田 晃 ら 8

喫茶養生記

①茶は身体衰弱、意志消沈のときは、
気力を強くする。

②茶は人を愉快な気持ちにさせ、酒の酔
いを醒まし、睡気を起こさない。

③茶は小便の通じが良く、喉の渇きをと
りさり、消化不良をなくす。

④茶は身を軽くし、脚気によい。
⑤茶は精神を整え、内臓を和らげ、身体

の疲労をやすらかに除く。
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者
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神農本草経(最古の薬書：上薬)

日本の薬書

9 10世界における茶の生産量の推移

世界における茶の生産

緑茶は機能性の高ま
りから増加している

カテキン論文数の推移(google scholar)

最近、茶の生産量は年間
20万t(緑茶だけでも8万t)
程度増加している
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日本茶の種類 お茶の機能性成分

25%

75%

水溶性成分

☆カテキン類(10～18%)；抗

酸化、抗菌、抗がん、生
活習慣病予防、消臭、抗
アレルギーなど

☆カフェイン(3～4%)；眠気防
止、強心、二日酔い防止

☆フラボノール(0.6～0.7%)；
抗酸化、抗がん、免疫活
性

☆ビタミンC(200mg%)；抗酸
化、免疫活性

☆ビタミンB(1.4mg%)；抗酸
化、口内炎予防

☆サポニン(0.1%）；抗喘息、
抗菌、血圧効果

☆テアニン(0.6～2%)；リラッ
クス、血圧効果

などなど

不溶性成分

☆食物繊維(20～30%)；
便秘予防、大腸がん
予防、心疾患予防

☆たんぱく質(24%)；栄養
☆βカロテン(20mg%)；

抗酸化、抗がん、抗糖
尿、抗心疾患、免疫活性

☆ビタミンE(25～70mg%)；

抗酸化、抗がん、免疫
活性

☆クロロフィル(0.80%)；
がん予防、抗突然変
異、抗腫瘍、免疫活性 12
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茶の抗酸化能に与える要因

茶の主要な抗酸化成分
カテキン、フラボノール、ビタミンC、ビタミンE 、
βカロテン 等

抗酸化成分の含有量を左右する要因
品種、茶期、摘採時期、部位、被覆の有無、
加工法、貯蔵法 等々
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施肥時期

新芽の生育

春肥 夏肥Ⅰ 夏肥Ⅱ 苦土
石灰

秋肥芽出し肥

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

一番茶

二番茶

三番茶

四番茶

秋整枝

茶栽培の年間スケジュール
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全遊離アミノ酸含量
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タンニン
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カフェイン
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アミノ酸/タンニン
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緑茶用品種

紅茶用品種

緑茶用品種

緑茶用品種

緑茶用品種 紅茶用品種

紅茶用品種

紅茶用品種

池田奈実子(茶研報77:1993)より加工転用

概して、紅茶用品種は緑茶用品種に比較し、アミノ酸含量が低く、タンニン含量が高い

日本の品種間における成分量の違い
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茶期及び時期別主要成分組成の推移
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タンニン
(カテキン)

遊離糖

アミノ酸

カフェイン

First 4.28 5.2 5.8 5.13 5.18

Third   8. 2 8.5 8.8 8.12 8.15

First 4.28 5.2 5.8 5.13 5.18

Third 8. 2 8.5 8.8 8.12 8.15

一番茶期

三番茶期

新芽の茶期別抗酸化活性

(茶研 報90:9〜14,（2001)) 新芽 と荒茶の バ イオア ッセ イ法 による抗酸化活 性 の測 定；
佐賀大学、村 田 晃 ら 17 摘採の時期別カテキン含有率

摘採の時期別カテキン含有率

滋賀農技セ研報46：
36－44 (2007)
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茶芽の葉位別成分含量

茶葉の葉位別主要成分含量(%)

葉位 Tannin Caffeine Amino acids Free Sugars

一心１葉 14.45 3.50 3.11 0.77
第2葉 13.02 3.00 2.92 0.81
第3葉 12.79 2.65 2.34 1.02
第4葉 12.69 2.37 1.95 1.59

茎 6.23 1.31 5.73 2.61

被覆による成分の変化
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茶種別主要成分含量

・茶種によっても内容化学成分が異なる
・旨味のもとであるアミノ酸は抹茶や玉露で多い
・タンニン（カテキン）は釜炒り茶や番茶で多い

貯蔵による抗酸化活性の変化

(茶研 報90:9〜14,（2001)) 新芽 と荒茶の バ イオア ッセ イ法 による抗酸化活 性 の測 定；
佐賀大学、村 田 晃 ら
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カテキンの抗酸化活性

http://www.mitsui-norin.co.jp/ochalabo/power/power20150206.html
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ビタミンCの含有量

24
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βカロテンの含有量

水分40%未満のベスト8

味付けのり 32000

抹茶(粉) 29000

焼きのり 27000

あおのり(乾) 17000

とうがらし 17000

せん茶の茶葉 13000

わかめ(素干し) 7800

ひじき(干し) 3300

ビタミンEの含有量
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茶の成分は温度の違いで浸出量が異なる

湯温によりカテキンの種類も異なる
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茶産地による抗酸化能の違い

茶産地のお茶
☆産地を特徴づける要因

・品種、温度条件、土壌、日射条件など
・加工条件(深蒸し、普通蒸し)、栽培条件(被覆の有無など)

☆代表的な産地のお茶とは？
品種(やぶきた主体)、摘採時期、摘採方法

産地間の茶の違いを見るためには？？
同一品種、芽揃い、生産加工条件の同一化など

茶産地の代表的なお茶を決めるのが難しい?!


